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平成２１年度

ワークショップ

検　討　会

ワークショップの様子

● ● ● ● ● ●

第１回（12/4） 第２回（3/24） 第３回（7/19） 第４回（10/18） 第５回（下旬） 報告会（上旬）

● ● ● ● ● ●

第１回（9/9） 第２回（11/25） 第３回（2/17） 第４回（9/30） 第５回（下旬） 第６回（中旬）
お知らせお知らせ

第４回ワークショップは右記のとおり予定しております。

奮ってご参加下さい。詳細は後日ご案内させていただきます。

＜第４回ワークショップ（上人ヶ浜地区）＞

●日時　１０月１８日（日）１３時～１５時

●場所　別府市北部地区公民館

齋藤委員の説明の様子

上人ヶ浜公園前上人ヶ浜公園前 上人ヶ浜円形テラス前上人ヶ浜円形テラス前 人工磯の例人工磯の例上人ヶ浜公園前上人ヶ浜公園前 上人ヶ浜円形テラス前上人ヶ浜円形テラス前 人工磯の例人工磯の例

人工磯は、浅くても安全管理のため柵を設置する

可能性が高く、ますます人工的な印象を与える

磯場に消波ブロックが一連に積まれた護岸が接し

公園前に比べると人工的な印象を与える

公園からなだらかに続く自然の磯場は、環境的

にも景観的にも貴重な場所である

昨年度に引き続き、今年度第１回目となる第３回ワークショップで

は、先に現地見学を行い、可能性のある検討案について説明を受けな

がら具体的な整備イメージを共有出来た所で、全体討議を行いました。

まず、現地見学に先立ち、齋藤委員から、住民参加による検討を既

に実施している餅ヶ浜地区、北浜地区の検討の紹介と上人ヶ浜の整備

の考え方についてご説明いただきました。次に、屋外へ移動し、今回

の整備対象範囲の南端にある円形テラス部から現地見学を行いました。

現地見学では、ＣＧ（コンピューターグラフィックス）を用いて作成し

た検討案のイメージ図を示し、現地に潜堤を設置した場合の位置や護

岸嵩上げ案の場合の高さなどを確認して頂きました。その後、会場へ

戻り、事務局からこれまでの事業の経緯について説明を行いました。

全体討議は、菅座長の進行で行いました。まず、上人ヶ浜地区への

期待としては、磯場を残すこと、生態系を守ることが重要であるとの

意見が聞かれました。また、検討課題については、生態系への影響を

危惧するご意見や、潜堤の設置位置や形状等への工夫を求めるご意見

など、様々な発言を頂きました。

別府港海岸（上人ヶ浜地区）の整

備計画の策定にあたり、「第３回別

府港海岸づくりワークショップ(上

人ヶ浜地区)」を、平成21年7月19日

(日)午後１時から３時まで２時間程

度別府市婦人会館で開催しました。

当日は２３名の市民の方々にご参

加頂きました。また、別途開催して

いる別府港海岸整備計画検討会の小

島委員長（九州共立大学教授）齋藤

委員（東京工業大学教授）、住民代

表として参加頂いている菅委員

（NP O別府八湯トラスト代表理

事）、小林委員（上人地区大学通り

活性化推進協議会会長）にもご参加

頂きました。

ワークショップの内容ワークショップの内容 ＜第＜第３回 回 別府港海岸づくりワークショップ別府港海岸づくりワークショップ
（上人ヶ浜地区）会次第（上人ヶ浜地区）会次第＞

 １．開会

 ２．現地見学の事前説明　

 ３．現地見学

 ４．事務局報告

 ５．全体討議

 ６．閉会

第３回別府港海岸回別府港海岸づくりワークショップ（上人ヶ浜地区）づくりワークショップ（上人ヶ浜地区）を開催しましたを開催しました

※スケジュールは予定であり、検討の状況等により変更することがあります。

検討スケジュール検討スケジュール

　上人ヶ浜地区の検討は、平成２０年度に引き続き行います。今年度のスケジュールとしては、ワークショッ

プは報告会を含め計４回、検討会は計３回を予定しています。今年度は、今春実施した上人ヶ浜地区の環境

調査及び深浅測量結果を用いた検討を行い、これらをもとに整備計画案を作成します。

○日本の海岸は、工業生産拠点の確保や生活圏の拡大に

伴う海岸埋立によって直接的に、また、ダム建設や河

川改修による砂礫流下量の減少、港湾・漁港築造によ

る漂砂動向の変化により間接的に変貌してきた。その

上に浸食対策や高潮対策が重ねられ、往時の面影を留

めない海岸がきわめて多くなっている。

○別府の海岸は、大正時代以来進められてきた埋立に加

え、高度経済成長期の海岸防護一辺倒の海岸整備によ

って、国際観光都市に相応しいとは言えない方向に変

貌してきたが、その当時の護岸が老朽化してきたこと

と相俟って、今や、これらをどのように改良して次世

代へ手渡すのかという課題に直面している。

○このワークショップは、餅ヶ浜地区、北浜地区とすす

められてきた一連の検討の３つめの対象地として上人

ヶ浜に眼を向け、その将来像と技術的な検討とを同時

にすすめるための重要な足がかりとなっている。

■餅ヶ浜地区の検討経緯ヶ浜地区の検討経緯

○整備前の防護方式は、消波ブロックによる離岸堤とコ

ンクリートの階段式護岸を中心としたものであった。

ワークショップと技術検討を重ね、ここは地先水深が

比較的浅いことから潜堤と海浜造成を組み合わせた面

的防護方式とし、海浜背後の護岸は石積み、さらにそ

の背後を緑地として整備する案が提示された。

○ワークショップでは、砂浜のあり方、海岸構造物と背

後の緑地、道路との一体的整備、高崎山への眺望など

を念頭に、イメージスケッチや模型を提示しながら検

討を進めた。現在、整備中である。

■北浜地区の検討経緯■北浜地区の検討経緯

○整備前の防護方式は、消波ブロックと直立護岸を中心

としたものであった。これに対して、餅ヶ浜と同様、

磯浜や砂浜を護岸前面に築造する面的防護案が構想さ

れた。大正時代には北浜地先が海水浴場だったことも

あり、旅館街が立ち並ぶ北浜地区の海岸に磯浜もしく

は礫浜の親水空間が創出されることに地元関係者も当

初は賛同していた。

○旧北浜 ( 国道 10 号線付近 ) は海水浴ができるほどの浅

い海だが、その数十メートル沖合は急深になっていた。

北浜地区はこの浅い部分を埋立て造成した土地であり、

それがために埋立地先は水深が大きいのである。ここ

に、さらに磯浜や砂浜を築造するには海岸域の大規模

な改変を必要とする。このような構想は、本来の海岸

を埋立てで失ってきたこれまでの整備を繰り返すこと

に等しく、本当に望ましいのかどうかが問われ出した。

○そこで、ワークショップでは、砂浜・磯浜案の他、既

設護岸の前面に大型波返し護岸を設置して海岸域の改

造面積を縮小する対案も提出され、議論された。後者は、

既設護岸と消波ブロックを撤去し、市街地と水際線の

間に緩傾斜の緑地を設けるといった内容であった。こ

れによって、旅館の建物と護岸との間が狭く窮屈だっ

たこれまでの状況が一変することになる。数度にわた

るワークショップで模型による整備イメージの検討が

重ねられ、最終的に対案を採用することが合意された。

今後、詳細が詰められていく予定である。

○対案では護岸地先で海水に触れるという意味での親水

利用は期待できない。そのことを惜しんで護岸前面リ

ーフを満潮時にも露出するように設定すべきとの声も

あったが、そのようなリーフは水際への人びとの接近

を可能にするものの、安全管理や漂着ゴミ処理の点で

大変不利であるという理由から、採用に到らなかった。

○さらにこの時、海水に触れるという行為が無理なくで

きるようになる餅ヶ浜とともに、自然の磯場が残る上

人ヶ浜の重要性が再確認された。

■上人ヶ浜の検討にあたって■上人ヶ浜の検討にあたって

○上人ヶ浜のワークショップでは、これまで討議された

ことを踏まえ、将来に向けて「今、何をすべきで、何

ができるのか。皆さんだけでなく、皆さんの子孫のた

めにどのような海岸を残すのか、残せるのか。」という

視点に立って、現在の状況や整備の可能性について、

ともに検討を進めていただきたい。

上人ヶ浜の検討について検討会の齋藤委員からお話を伺いました上人ヶ浜の検討について検討会の齋藤委員からお話を伺いました

上人ヶ浜の検討にあたって上人ヶ浜の検討にあたって

「～子供たちへどんな海岸を手渡すのか～　ともに考えよう　高潮対策

事業と海岸整備のありかた（餅ヶ浜、北浜から上人ヶ浜へ）」として、検

討会の齋藤委員（東京工業大学教授）から先行している餅ヶ浜地区や北

浜地区でワークショップを通じてどのように検討が進められてきたかを

ご紹介頂きました。そして、これを踏まえ上人ヶ浜の検討にあたって考

えるべき視点についてお話を頂きました。
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現地見学における計画案の説明について現地見学における計画案の説明について

現地見学は、磯場がよく見える干潮時を利用し円形

テラスで実施しました。現在検討している防護施設に

ついての計画案を示し、施設の位置や高さ、大きさな

どのイメージを確認していただきました。

護岸嵩上げ案の場合について、現地護岸天端から高

さを示し、高さによって陸側から海が見えにくくなる

ことを確認しました。また、岸側の潜堤案については、

配置等を工夫し、自然の磯との調和を図ることが重要

であることを確認しました。

※下図は防護施設を整備した場合の干潮時のイメージで

す。整備する防護施設を現すピンクの部分の位置や高さ、

形状等は確定したものではありません。今後、詳細な技

術的データを踏まえ、環境や景観に配慮したかたちで、

具体的な検討を行います。

検討の経緯（事務局からの報告）について検討の経緯（事務局からの報告）について

事務局より、上人ヶ浜の検討経緯を説明しました。

平成１４年度に住民参加型計画手法により、検討会

とワークショップを開催し、地域の方との合意形成を

図りつつ、整備目標と整備方針を策定しました。

昨年度からは設計段階に入り、検討会で専門的な検

討を行いつつ、ワークショップやヒアリングにより現

在の海岸の利用状況を整理し、今後のあり方や利用方

法を中心にご意見を伺いました。今後のあり方につい

ては、自然の磯をはじめとした環境や生態系を大事に

すべきとの意見が多く出されました。また、利用につ

いては、海岸沿いを歩けるようにして欲しいこと、背

後施設の利用に配慮して欲しいこと、などの意見があ

りました。また、整備の必要性を問うご意見もいただ

きました。

今年度は、これらの検討経緯を踏まえ、海底の深浅

測量を行い、最新の数値解析モデルを用いて、より詳

細な検討を進めます。これらのワークショップでいた

だいたご意見は、検討会に報告し、計画案の検討に反

映していきます。

ワークショップでの主なご意見ワークショップでの主なご意見

現地見学、全体討議及びアンケートのご意見と、今後の検討の方向性として確認した内容は以下の通りです。

＜ご意見の主な内容＞＜ご意見の主な内容＞

・自然の磯や生態系を損なうような整備方法は避けるべき。

・被災経験がないことや費用対効果の観点から、今以上の防護機能を有する整備が必要なのか疑問である。

特に円形テラス部は背後が民有地ではないため、防護施設の整備以外の方法で対応が考えられないか。

・半潜堤は、環境、景観に配慮し周囲と違和感がないよう配置、形状、材料等を工夫してほしい。

・潜堤や護岸の嵩上げは景観に影響するので、消波構造の護岸など他の防護方法も検討して欲しい。

＜今後の検討の方向性＞＜今後の検討の方向性＞

・沖側潜堤は景観に問題ないこともあり、整備案の対象として考えたい。

・沖側潜堤のみでは不足する防護機能を、護岸の嵩上げ、構造形式の検討、岸側の半潜堤、護岸前面消波ブ

ロックの有無などについて、環境、景観、利用等に配慮しつつ検討する。

護岸部の整備検討について護岸部の整備検討について

○防護施設の補修（消波ブロック残置）のみとする意見

・今の状態で防護施設のいたんでいるところを直すという

程度でいいのではないか。

・波を消す防護効果について、消波ブロックと潜堤のどち

らが有効か技術的に証明出来ているのか。消波ブロック

のほうが、安くて防護効果も高いのではないか。

○消波ブロックの撤去を求める意見

・消波ブロックは景観を損ねるため、撤去したほうがいい。

○護岸の嵩上げについて

・消波ブロックを撤去し、護岸嵩上げと潜堤（沖側）で別

府の海岸を守るべき。

・護岸の嵩上げは景観を損ねるため、嵩上げしないで済む

ような護岸構造を検討してほしい。

半潜堤の半潜堤の整備整備についてについて

・半潜堤が波打ち際で露出して見えるのは景観上不自然な

印象が強いため、もう少し沖合に入れて目に触れないよ

うに配置し、自然に見えるように工夫してほしい。

・円形テラスのところは、灯籠のある岩より沖側に入れる

ようにしてほしい。

・潮通しが確保されるような平面配置を工夫してほしい。

整備による生態系への影響について整備による生態系への影響について

○生態系への影響を危惧し、整備することを懸念する意見

・うみたまごの星野和夫学芸員を講師に迎え年１回自然観

察会を開催している。上人ヶ浜には、60 ～ 70 種の生物

が確認されている。磯を大事にしなければいけない。

・上人ヶ浜は、自然の磯浜を生かし大事にするという観点

が重要である。潜堤周辺に新たな生態系は出来るかもし

れないが、磯側の既存の生態系を壊す可能性があるので、

避けたほうがいい。

○生態系への影響調査を求める意見

・潜堤や半潜堤をつくることで波の状況がどのように変わ

るのか、それによって既存の生態系への影響がどの程度

起こるのかが心配である。調査をしてほしい。

整備の必要性について整備の必要性について

○整備の必要性を問う意見

・防災面の安全性について、今以上に必要か疑問である。

・費用対効果が大事であり、どういった費用をかけて、ど

れだけの効果を得ようとしているのかということが問題

だと思う。

・予算のかけ方として、この整備にあまり緊急性を感じない。

この事業だけでなく税金の使い方全体から見て有意義に

使って欲しい。

○円形テラス部の扱いについて

・円形テラスの背後は民有地でないため、防護施設を整備

するというのではなく、背後の施設（婦人会館、老人憩

いの家）で防災の工夫をすることが出来ないのか。

○整備の促進を求める意見

・今後、温暖化など地球環境の変化を考えると何が起こる

か分からないので、この際今現在出来ることを精一杯検

討してやったら良いのではないかと思う。

・多少時間がかかっても、防災、景観、自然環境が全体的

にうまくいくよう、徹底してやっていくべきである。

その他、ワークショップの進め方その他、ワークショップの進め方

・先に検討を進めている北浜地区での検討内容や進め方を

伝えてもらいたい。上人ヶ浜の検討でもこれらを参考に

して進めていくと良いのではないか。

・ワークショップは昼間開催だと参加しやすい。

・一般市民の方々がもっと参加出来るような周知が必要で

はないか。

別府市の呼びかけで、午前８時から

１時間スパビーチ、上人ヶ浜海岸、関

の江海水浴場で海岸清掃が行われまし

た。3箇所で 2,265 人が参加し、上人

ヶ浜でも多くの方の参加により沢山の

ゴミを回収することが出来ました。

    情報コーナー　　７月１９日に別府市　　７月１９日に別府市

海岸海浜清掃奉仕活動が行われました海岸海浜清掃奉仕活動が行われました

平成１４年度の構想段階に定めた整備目標と整備方針

平成２０年度のワークショップやヒアリングでの主なご意見

護岸の嵩上げ及び岸側半潜堤の整備の場合のイメージ（干潮時）

【沖側潜堤の整備＋護岸改良】の整備イメージ

■消波ブロックを残す場合

■消波ブロックを撤去する場合

【沖側潜堤の整備＋護岸の嵩上げ】の整備イメージ 【沖側潜堤の整備＋岸側半潜堤の整備】の整備イメージ

《 上人ヶ浜地区の整備目標 》

自然環境とふれあう海辺空間自然環境とふれあう海辺空間

《 上人ヶ浜地区の整備方針 》

・異常気象に対して安全性の高い海岸異常気象に対して安全性の高い海岸とする。

・地域住民や観光客の安全を確保するため、耐震性の高耐震性の高

い海岸い海岸とする。

・残された自然と調和した景観を有する海岸残された自然と調和した景観を有する海岸とする。

・残された豊かな自然環境や生態系を守り、自然にやさ残された豊かな自然環境や生態系を守り、自然にやさ

しい海岸しい海岸とする。

・水産協調に配慮した地域振興に貢献できる海岸水産協調に配慮した地域振興に貢献できる海岸とする。

・豊かな自然環境とふれあう場所として、気軽に散策や気軽に散策や

休息ができる海岸休息ができる海岸とする。

《 どのような海岸にしたいか 》

・唯一の自然の磯浜を大事にした海岸

・住民が海に親しめる海岸

・昔のように子供達が遊べる海岸

・防災だけでなく観光にも寄与する海岸

・漁業が出来る海岸

・動植物が豊富に生息する海岸

《 どのように利用したいか 》

・海岸沿いを歩きたい（上人ヶ浜公園の遊歩道とつなぐ）

・磯場で自然観察など子供が遊べる場

・海岸に安全に歩いていけるようにして欲しい

・護岸の上は歩けないようにしてほしい

・背後が宿泊施設や露天風呂の場合、前面はあまり立ち

入らないで欲しい

上人ヶ浜海岸での海岸清掃の様子
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